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私
達
が
生
活
し
て
い
く
の
に

一
番
身
近
な
行
政
は
、
市
役
所

（
役
所
と
も
言
う
）
で
す
。 

 

役
所
は
、
主
に
、
住
民
と
直

接
向
か
い
合
う
場
所
・
建
物
を

指
す
こ
と
が
多
い
が
、
組
織
を

指
す
場
合
も
あ
る
。
俗
に
「
お

役
所
」
と
も
い
う
が
、
こ
の
場

合
に
は
組
織
を
意
味
す
る
こ
と

が
多
い
。
特
に
建
物
自
体
を
指

す
時
に
は
、
庁
舎
と
呼
ぶ
。 

今
回
は
、
市
役
所
の
本
庁
（
〒

569-0067 

高
槻
市
桃
園
町
２

番
１
号 

）
を
訪
問
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

 

高
槻
市
の
生
い
立
ち
は
、
大

阪
平
野
の
北
東
に
あ
っ
て
、
京

都
と
大
阪
の
中
間
に
位
置
し
て

い
ま
す
。 

 

北
は
北
摂
山
地
に
連
な
る
山

並
み
と
丘
陵
、
南
は
山
間
か
ら

流
れ
出
る
芥
川
・
桧
尾
川
な
ど

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
平
野
が

広
が
り
、 

琵
琶
湖
か
ら
大
阪
湾

に
流
れ
る
淀
川
が
市
域
の
南
の

境
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
槻
は
こ
う
し
た
変
化
に
富

ん
だ
地
勢
と
、
淀
川
・
山
陽
道

（
の
ち
の
西
国
街
道
）
と
い
う

水
陸
２
大
交
通
路
の
要
衝
で
あ

っ
た
た
め
に
、
数
多
く
の
歴
史

を
有
し
て
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代

前
半
に
か
け
て
、
大
阪
市
及
び

京
都
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
宅
地
開
発
が
進
み
人
口
が
急

増
、1975

年
に
は
30
万
人
の

大
台
に
到
達
し
た
。な
お 

市
内

の
人
口
動
態
に
つ
い
て
は
、
主

に
居
住
用
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
相
次
い
で
い
る
摂
津
富

田
駅
、
高
槻
駅
周
辺
で
は
増
加
、

市
北
部
の
山
際
に
広
が
る
団

地
群
や
市
南
部
の
淀
川
近
く

に
広
が
る
旧
来
の
市
街
地
に

お
い
て
は
減
少
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。 

行
政
区
域
の
変
遷
（
明
治
以

後
）
は 

1871

年
（
明
治
4
年
）
高
槻

藩
が
高
槻
県
と
改
組
。 

1889

年
（
明
治
22
年
）
高
槻

村
と
上
田
辺
村
が
合
併
し
、
島

上
郡
高
槻
村
（
町
村
制
）
が
発

足
。 

1943

年
（
昭
和
18
年
）
高
槻

市
と
な
る
。 

1956

年
（
昭
和
31
年
）
三
島

郡
富
田
町
を
編
入
。 

1958

年
（
昭
和
33
年
）
京
都

府
南
桑
田
郡
樫
田
村
を
編
入
。

現
在
の
市
域
と
な
る
。 

2003
年
（
平
成
15
年
）
大
阪

府
下
2
番
目
に
中
核
市
へ
移

行
。
市
役
所
は
、
行
政
を
行
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
立
法
を
行
う

議
会
も
あ
り
ま
す
。 

 

高
槻
市
の
行
政
は
開
か
れ

た
行
政
府
で
す
。
市
議
会
は
市

民
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員

で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
議
会
の
仕
組
み
や

役
割
、
行
政
の
長
（
市
）
と
の

関
係
等
を
学
び
、
施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。 

 
 

Ｓ
・
Ｏ 

 

心
の
ま
ち
づ
く
り 

 

平
成
22
年
2
月
21
日
富

田
自
治
会
連
合
が
、
連
合
の
各

自
治
会
の
会
長
研
修
と
し
て
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
見
学
し
ま
し
た
。 

 

当
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、

三
木
総
合
防
災
公
園
の
中
核

施
設
と
し
て
、
災
害
時
に
お
い

て
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど

の
災
害
要
員
の
活
動
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

兵
庫
県
消
防
学
校
も
あ
り
、

新
職
員
は
６
ケ
月
間
（
宿
泊
棟

も
あ
り
）
集
中
教
育
さ
れ
て
配

属
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

本
設
備
で
は
体
験
型
学
習

が
出
来
る
よ
う
に
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
救
援
の
た

め
の
資
機
材
や
被
災
地
で
必

要
と
な
る
食
料
、
毛
布
、
仮
設

ト
イ
レ
な
ど
を
備
蓄
し
、
そ
の

管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県

庁
の
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
の

災
害
情
報
に
関
す
る
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
災

害
対
策
の
補
完
機
能
も
充
実

し
て
い
ま
す
。 

備
蓄
倉
庫
の
一
部
は
、
備
蓄
状

況
が
見
学
出
来
、
備
品
内
容
を

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

各
運
動
設
備
や
競
技
場
は
、
災

害
時
の
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
物

資
の
集
積
、
仕
分
け
、
一
時
保

管
、
応
急
活
動
要
員
の
集
結
・

宿
泊
・
出
動
場
所
へ
変
わ
る
事

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で
、

色
々
の
お
話
の
中
で
自
助
・
共

助
・
公
助
を
学
び
ま
し
た
。 

自
助
（
７
０
％
）
・
共
助
（
２

０
％
）
・
公
助
（
１
０
％
）
の

比
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

災
害
時
に
は
、
ま
ず
「
自
助
」

と
し
て
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
が
第
一
。
自
分
が
助
か
ら
な

け
れ
ば
、
他
人
を
助
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

次
に
、
隣
近
所
の
人
た
ち
と
協

力
し
合
う 

「
共
助
」
が
重
要
で

す
。
公
的
な
支
援
活
動
「
公
助
」

が
開
始
さ
れ
る
ま
で
3
日
程

度
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ま
で
は
、
自
助
お
よ
び
共

助
で
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
地
震
発
生
の
時

期
の
予
測
は
難
し
い
。
で
も
盗

難
に
合
う
時
期
の
話
を
聞
く
。

外
出
す
る
と
き
鍵
を
掛
け
な

い
で
外
出
す
る
だ
ろ
う
か
。
い

つ
も
自
分
自
身
で
地
震
対
策

を
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
た
。  

Ｓ
．
Ｏ 

５月度行事予定 

豊かな自然美を味わえる“まち”：長岡京市 

月 日：平成２２年５月２０日(木) 

集合場所：阪急長岡天神駅西口改札出口 １３：００ 

順 路：阪急長岡天神駅 → 光明寺 → 長法寺 → 走田神社 → 

八条ヶ池ふれあい回遊のみち → 阪急長岡天神駅 

そ の 他：光明寺では住職の説明を予定しています。 

       長岡京市ふるさとガイドの会にガイドをお願いしています。 

４月度行事予定 

“平成２２年度総会および親睦会” 

月 日：平成２２年４月１５日(木) 

時 間：１０：００～１２：００ 

集合場所：高槻市立富田公民館 集会室１ 

議 題：①平成21年度活動報告 ②平成21年度会計・決算報告  

③役員改選について④平成22年度活動方針 ⑤その他 

親 睦 会：１２：３０から場所を変えて行います。 

１２：３０から場所を移し親睦会 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

「
高
槻
市
役
所
・
市
議
会
場
」・
・
桃
園
町  

３
月
１
８
日
（
曇
り
） 

①
本
館
２
階
会
議
室
で
市

議
会
等
に
つ
い
て
説
明
し

て
貰
い
ま
し
た
。 

②
議
場
等
の
見
学 

③
会
議
室
で
本
見
学
の
意

見
交
換
・
今
年
度
活
動
報
告

な
ど
。 

④
そ
の
他 

 

ご
協
力
頂
い
た
方
々
。 

 

高
槻
市
市
民
相
談
室
、 

高
槻
市
議
会
事
務
局
、 

市
議
会
議
員 


